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長
野
県
消
防
関
係

�

殉
職
者
慰
霊
祭

　

消
防
長
会
と
の
共
催
に
よ
る
令
和

2
年
度
長
野
県
消
防
関
係
殉
職
者
慰

霊
祭
を
9
月
4
日（
金
）に
長
野
市
花

岡
平
の「
殉
難
消
防
組
員
の
碑
」前
に

お
い
て
、
太
田
寛
県
副
知
事
、
県
危

機
管
理
部
長
、
県
消
防
課
長
、
県
消

防
学
校
長
、
県
消
防
防
災
航
空
セ
ン

タ
ー
所
長
の
参
列
を
い
た
だ
き
厳
か

に
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
規
模
を
縮
小
し
行
い
ま
し
た
。

県
女
性
消
防
団
員

�

活
性
化
会
議

　

今
年
度
1
回
目
の
会
議
を
9
月
26

日（
土
）に
松
本
市
で
開
催
し
、
新
た

に
会
の
代
表
2
名
の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
2
月
に
予
定
し

て
い
た
、「
長
野
県
女
性
消
防
団
員

活
性
化
会
議
」に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

第
3
回
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
・
県
消
防
ラ
ッ
パ

吹
奏
大
会
あ
り
方
検
討
会

　

第
3
回
あ
り
方
検
討
会
を
令

和
2
年
10
月
9
日（
金
）に
長
野

市
の
ホ
テ
ル
犀
北
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

県
下
77

消
防
団
に

対
し
て
実

施
し
た

「
県
消
防

ポ
ン
プ
操

法
大
会
・

県
消
防

ラ
ッ
パ
吹

奏
大
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
結

果
に
基
づ
き
検
討
を
行
い
、
12
月

の
理
事
会
に
向
け
て
報
告
書
を

作
成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
野
県
消
防
協
会
参
与
会

　

長
野
県
消
防
協
会
参
与
会
を

令
和
2
年
10
月
20
日（
火
）に
長

野
市
の
ホ
テ
ル
犀
北
館
に
お
い

て
、
五
十
嵐
参
与
会
長
は
じ
め

10
名
の
参
与
が
出
席
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。会
議
で
は
、
県
消
防

協
会
の
近
況
等
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

令
和
2
年
知
事
表
彰

　

消
防
功
労
者
知
事
表
彰
は
、

次
の
8
名
が
10
月
13
日（
火
）に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
ノ
瀬
今
朝
友

�

元�

松
本
市
消
防
団�

分
団
長

上
沼　

隆
弘

�

岡
谷
市
消
防
団�

副
団
長

神
澤　

宏
和

�

下
諏
訪
町
消
防
団�

分
団
長

鈴
木　

誠
司

�

長
野
市
消
防
団�

副
団
長

田
中　

敏
勝

�
前�

須
坂
市
消
防
団�

団
長

森
下　

敏
彦

�

元�

大
鹿
村
消
防
団�

団
長

矢
ケ
﨑
宏
行

�

元�

松
本
市
消
防
団�

分
団
長

吉
池　

昇
一

�

前�

塩
尻
市
消
防
団�

団
長

令
和
2
年
防
災
功
労
者

�

内
閣
総
理
大
臣
表
彰

　

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣

表
彰
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
に
際
し
て
防
災
・�

水
防
活
動

を
行
い
、
人
命
救
助
及
び
被
害

の
軽
減
に
貢
献
し
た
、
次
の
11

消
防
団
が
、
9
月
4
日（
金
）に

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
市
消
防
団
、
中
野
市
消
防

団
、
飯
山
市
消
防
団
、
千
曲
市
消

防
団
、
東
御
市
消
防
団
、
佐
久
穂

町
消
防
団
、
川
上
村
消
防
団
、
栄

村
消
防
団
、
上
田
市
消
防
団
、
佐

久
市
消
防
団
、
須
坂
市
消
防
団

テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト

�

C
M
放
送
の
お
知
ら
せ

　

消
防
団
活
動
に
対
す
る
理
解

と
消
防
団
へ
の
加
入
促
進
を
図
る

た
め
、
11
月
20
日（
金
）〜
12
月
18

日（
金
）ま
で
の
間
、
N
B
S
長

野
放
送
局
で
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト

C
M
放
送
を
放
映
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
詳
細
に
つ
い

て
は
、
長
野
県
消
防
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）
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県
消
防
協
会
副
会
長
が
所
属
す
る
消
防
団
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

松
本
市
の
紹
介

　

松
本
市
は
明
治
40
年
5
月
1

日
に
市
制
を
施
行
し
、
平
成
29

年
に
は
市
制
施
行　

1
1
0
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
西
に
槍
・

穂
高
連
峰
、
東
に
美
ヶ
原
高
原

な
ど
日
本
を
代
表
す
る
雄
大
な

山
々
に
囲
ま
れ
、
豊
か
な
自
然

環
境
や
、
歴
史
と
文
化
・
伝
統

に
恵
ま
れ
た
長
野
県
中
南
信
の

基
幹
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い

ま
す
。

松
本
市
消
防
団
の
紹
介

　

松
本
市
消
防
団
は
、
昭
和
20

年
8
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現

在
、
8
ブ
ロ
ッ
ク
39
分
団
の
他
、

女
性
部
と
機
能
別
分
団
3
隊
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
員
数

は
1
9
4
9
人
で
、
条
例
定
数

の
2
1
6
9
人
を
下
回
っ
て

お
り
、
団
員
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
団
員
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
が
進
ん
だ
影

響
に
よ
り
、
平
日
昼
間
に
団
員

の
集
結
が
困
難
な
中
心
市
街
地

を
管
轄
す
る
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
を

補
完
す
る
た
め
、
新
た
に
平
日

昼
間
の
み
出
動
す
る
機
能
別
分

団
と
し
て
、
市
役
所
職
員
で
構

成
す
る
市
役
所
消
防
隊
を
創
設

し
、
令
和
2
年
2
月
に
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

松
本
市
消
防
団
の
活
動

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の

中
止
を
始
め
、
各
種
訓
練
や
行

事
に
大
幅
な
変
更
が
生
じ
ま
し

た
。し
か
し
な
が
ら
、
火
災
等
の

災
害
の
発
生
に
備
え
、
各
分
団

に
は
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
液
、
非

接
触
式
体
温
計
を
配
備
し
た
上

で
、
必
要
最
小
限
の
人
数
で
の

点
検
や
訓
練
の
実
施
を
指
示
し
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
担
当
副
団
長
指

揮
の
下
に
、
訓
練
礼
式
や
放
水

等
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
2
年
7
月
豪
雨
災

害
の
際
は
、
松
本
市
に
大
雨
特

別
警
報
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
か

ら
全
分
団
に
出
動
命
令
を
出
し
、

延
べ
7
2
8
人
の
団
員
が
河
川

の
警
戒
巡
視
や
小
河
川
溢
水
な

ど
の
水
防
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

近
年
は
全
国
各
地
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。松
本
市
に
お
い
て
も
、
市
内

を
通
る「
糸
魚
川
¦
静
岡
構
造

線
断
層
帯
」と「
境
峠
・
神
谷
断

層
帯
」は
、
将
来
地
震
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
地
も
い
つ
何
時
被
災

地
と
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、『
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
、
自
ら
の
手
で
ま
も
る
』を

意
識
し
て
、
様
々
な
訓
練
を
行

い
有
事
に
備
え
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
ら
の
手
で
ま
も
る

�

松
本
市
消
防
団
　
　
　
　
　

�

団
長
　
上
條
　
博
文市役所消防隊

コロナ禍での新任訓練の様子

松本市消防団トレーニングセンターでの訓練の様子

国宝松本城消防総合訓練
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原
村
の
紹
介

　

原
村
は
、
長
野
県
の
中
央
、
諏
訪

盆
地
の
南
東
に
位
置
し
、
北
と
西

は
茅
野
市
、
南
は
富
士
見
町
に
接

し
て
お
り
、
八
ヶ
岳
連
峰
の
阿
弥

陀
岳
を
頂
点
と
し
て
東
西
に
細
長

い
形
を
し
て
い
ま
す
。
八
ケ
岳
西

麓
の
緩
傾
斜
地
、
標
高
9
0
0
〜

1
3
0
0
m
に
は
、
多
く
の
集
落

や
耕
地
が
広
が
り
住
民
生
活
の
中

心
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
年
を
通

じ
て
降
水
量
は
少
な
く
、
湿
度
も

低
く
、
夏
は
落
ち
着
い
た
避
暑
地
と

し
て
都
会
か
ら
の
人
々
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。冬
の
寒
さ
は
厳
し
い
で

す
が
、
雪
の
量
は
多
く
な
く
交
通
障

害
を
起
こ
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
八
ヶ
岳
山
麓
の

高
原
地
帯
で
生
産
さ
れ
る
高
原
野

菜
は
ど
れ
も
新
鮮
で
、
お
い
し
さ
抜

群
。
小
さ
な
村
で
す
が
、
夏
場
の
セ

ロ
リ
と
ア
ネ
モ
ネ
の
生
産
量
は
日

本
一
で
す
。

原
村
消
防
団
の
紹
介

　

昭
和
22
年
7
月
消
防
団
令
交
付
に

伴
い
同
9
月
1
日
原
村
消
防
団
発
足

（
3
0
0
名
）、
同
40
年
役
場
職
員
16

名
よ
り
半
常
備
体
制
を
敷
き
ま
し
た
。

同
41
年
4
月
近
代
化
を
図
り
4
分
団

2
0
0
名
と
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
女
性
消
防
団
員
3
人
が

入
団
し
、
現
在
は
女
性
消
防
団
員
は
7

人
で
ラ
ッ
パ
隊
及
び
本
部
団
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
全
国
的

に
消
防
団
員
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
原

村
消
防
団
の
平
均
年
齢
は
31
・
9
歳

と
若
い
力
で
村
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
た
め
、
日
夜
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
設
備
に
つ
い
て
は
、
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
1
台
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
付
積
載
車
が
9
台
と
い
う
状

況
で
、
こ
の
他
、
各
分
団
に
山
火
事

用
の
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

原
村
消
防
団
の
活
動

　

6
月
初
旬
行
わ
れ
る
村
操
法
大

会
に
向
け
て
、
4
月
に
入
る
と
分
団

毎
に
操
法
訓
練
を
開
始
し
ま
す
。団

員
は
日
中
仕
事
が
あ
る
た
め
、
早

朝
、
又
は
夕
方
か
ら
訓
練
を
開
始

し
、
機
械
操
作
や
ホ
ー
ス
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
鍛
錬
を
つ
み
ま
す
。そ

の
後
、
村
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
分
団

は
、
7
月
の
諏
訪
地
区
大
会
へ
と
進

み
ま
す
。
平
成
29
年
よ
り
、
女
性
消

防
団
員
も
少
な
い
人
数
な
が
ら
男

性
団
員
と
混
成
の
チ
ー
ム
を
作
り
、

村
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
諏
訪
地
区

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
小
型
ポ

ン
プ
操
法
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
規
律
・
水
防
訓
練
を
行

い
、
規
律
か
ら
土
の
う
の
積
み
方
ま

で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。秋
に
は

諏
訪
広
域
消
防
本
部
と
の
連
携
訓

練
を
兼
ね
て
消
防
訓
練
を
行
い
、
ポ

ン
プ
の
連
結
な
ど
に
よ
る
送
水
訓

練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で

行
わ
れ
る
土
手
焼
き
作
業
の
際
、
警

戒
出
動
し
周
囲
に
散
水
し
火
災
を

未
然
に
防
ぎ
ま
す
。秋
に
な
る
と
村

の
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
救
命

訓
練
や
救
助
訓
練
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
東
日
本
台
風
災
害（
台
風

19
号
災
害
）の
際
は
、
初
め
て
原
村

に
大
雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。そ
れ
に
伴
い
原
村
の
一
部
地

域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
、
各
地

区
の
広
報
、
及
び
警
戒
を
行
い
ま
し

た
。幸
い
大
き
な
風
水
害
は
発
生
せ

ず
、
そ
し
て
団
員
に
怪
我
な
ど
な

か
っ
た
こ
と
が
な
に
よ
り
で
す
。

お
わ
り
に

　

消
防
団
活
動
は
、
家
族
や
職
場
な

ど
周
り
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
時
に

は
、
団
員
本
人
や
そ
の
家
族
も
被
災

者
と
な
る
中
、
率
先
し
て
活
動
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
団
員
一
人
一

人
に
感
謝
と
敬
意
の
気
持
ち
が
た
え

ま
せ
ん
。
ま
た
、
女
性
消
防
団
員
が

増
え
た
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

今
後
、
災
害
時
に
は
男
性
で
は
気
が

付
か
な
い
部
分
を
補
填
す
る
活
動
に

も
期
待
し
ま
す
。
災
害
の
発
生
が
少

な
い
原
村
で
は
あ
り
ま
す
が
、
油
断

す
る
事
無
く
今
後
も
継
続
し
て
日
々

の
訓
練
を
実
施
し
、
有
事
に
備
え
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
団
は
仲
間
づ
く
り
も
立
派

な
活
動
!�

仲
間
づ
く
り
を
通
じ
地

域
の
よ
り
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気

配
り
が
で
き
る
消
防
団
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

若
い
力
で
地
域
を
守
る
消
防
団
活
動

�

原
村
消
防
団
　
　
　
　
　

�

団
長
　
清
水
　
昌
敏

原村消防団女性消防団員の操法の様子
（令和元年度原村消防ポンプ操法大会

（小型ポンプの部）出場時）

春季消防訓練�水防訓練の様子

春季消防訓練�分列行進の様子

原村よいしょまつり�ラッパ隊の様子

防災訓練の様子
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高
山
村
の
紹
介

　

高
山
村
は
、
県
の
北
部
、
県
都

長
野
市
か
ら
東
に
約
20
㎞
に
位

置
し
、
村
の
全
域
が「
志
賀
高
原

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」に
登
録

さ
れ
る
山
里
の
原
風
景
が
広
が

る
農
山
村
で
、
笠
岳
を
は
じ
め

と
す
る
上
信
越
高
原
国
立
公
園

内
の
南
西
麓
に
ひ
ら
け
る
松
川

渓
谷
沿
い
に
は
八
つ
の
温
泉
が

連
な
り
、
そ
の
扇
状
地
に
果
樹

地
帯
と
集
落
が
点
在
す
る
人
口

約
7
0
0
0
人
の
村
で
す
。

　

松
川
扇
状
地
に
広
が
る
果
樹

地
帯
で
は
、
村
の
年
間
降
水
量

が
少
な
く
、
標
高
が
高
く
比
較

的
冷
涼
で
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が

大
き
い
気
候
や
長
い
日
照
時
間
、

水
は
け
の
良
い
土
壌
な
ど
の
果

樹
栽
培
に
適
し
た
自
然
環
境
を

活
か
し
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
、
ワ

イ
ン
用
ブ
ド
ウ
な
ど
の
栽
培
が

盛
ん
で
す
。

高
山
村
消
防
団
の
紹
介

　

本
団
は
、
昭
和
31
年
12
月
に

発
足
し
、
常
備
消
防
の
発
足
に

伴
う
定
数
の
見
直
し
な
ど
を
経

て
、
現
在
は
、
団
本
部
及
び
5

分
団
で
編
成
さ
れ
、
団
長
以
下

1
9
6
名
が「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う

崇
高
な
精
神
に
基
づ
き
、
本
業

を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
消
防
設
備
等
の
消
防

力
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
消
防

車（
ポ
ン
プ
積
載
車
）6
台
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
18
台
を
保
有
し

て
い
ま
す
。

高
山
村
消
防
団
の
活
動

　

本
団
の
主
な
活
動
は
、
毎
年

4
月
に
挙
行
さ
れ
る
消
防
出
初

式
を
当
該
年
度
の
活
動
の
始
ま

り
と
し
て
、
4
月
に
入
る
と
分

団
毎
に
操
法
訓
練
及
び
喇
叭
吹

奏
訓
練
を
開
始
し
ま
す
。
団
員

は
本
業
を
持
ち
な
が
ら
の
活
動

で
あ
る
た
め
、
早
朝
出
勤
前
又

は
仕
事
を
終
え
て
か
ら
の
夜
間

に
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
6

月
の
村
技
術
大
会
、
7
月
の
地

区
技
術
大
会
等
へ
の
出
場
を
目

指
し
、
操
法
及
び
吹
奏
技
術
を

磨
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
の
面
積
の
約
85
％

が
山
林
原
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

山
林
火
災
を
防
御
す
る
た
め
の

小
型
ポ
ン
プ
を
連
結
し
た
送
水

訓
練
や
土
砂
災
害
・
浸
水
被
害

を
想
定
し
た
土
の
う
積
等
の
水

防
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

村
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
避
難

誘
導
・
避
難
所
開
設
訓
練
を
実

施
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
10
月
12
日
に
本
県

を
襲
っ
た
令
和
元
年
東
日
本
台

風（
台
風
第
19
号
）で
は
、
本
村

に
お
い
て
も
観
測
史
上
最
大
の

降
雨
を
記
録
し
、
村
で
初
め
て

と
な
る
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
、
村
民
8
5
8
人

が
避
難
所
へ
避
難
す
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
の
中
、
本
消
防
団

は
、
延
べ
2
7
3
人
の
団
員
が
、

常
備
消
防
や
自
主
防
災
会
組
織

と
連
携
し
、
河
川
の
警
戒
巡
視
、

住
民
の
避
難
誘
導
な
ど
に
あ

た
っ
た
ほ
か
、
土
の
う
積
み
等

に
よ
る
水
防
活
動
や
避
難
所
開

設
活
動
を
展
開
し
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

今
日
、
消
防
団
に
は
、
火
災
予

防
・
消
火
活
動
等
の
消
防
活
動

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
然
災

害
発
生
の
際
等
の
救
助
活
動
や

行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
な
ど
、

な
お
一
層
幅
広
い
活
動
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
社
会
環

境
の
変
化
や
消
防
団
の
現
状
を

踏
ま
え
て
、
時
代
に
即
し
た
消

防
団
の
体
制
や
役
割
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

団
員
一
丸
と
な
り
、
住
民
の

安
全
安
心
の
た
め
、
さ
ら
に
努

力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
消
防
団
活
動

�

高
山
村
消
防
団
　
　
　
　
　

�

団
長
　
渋
谷
　
智
義

小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の

様
子（
令
和
元
年
度
村
消
防

技
術
大
会
）

集合写真（令和元年度村消防技術大会）

令和元年度県消防ラッパ吹奏大会

避難所開設訓練間仕切り設置の様子
（令和2年度総合防災訓練）

令和元年東日本台風災害時の水防活動
（台風第19号襲来時の土のう積）


